
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電話加入者構内に配置された第１の通信装置に発行される呼出しを別の宛先の第２の通信
装置に転送するネットワーク・アダプタ装置であって、前記ネットワーク・アダプタ
が、前記第１の通信装置及びデジタル網に接続され、前記デジタル網が少なくとも第１及
び第２の通信チャネルを含むものにおいて、
プロセッサと、
前記プロセッサに接続されたメモリと、
前記デジタル網及び前記プロセッサに接続され、前記第１の通信装置に入力呼出しを知ら
せる呼出しセットアップ・メッセージを受信するネットワーク・インタフェースと、
前記第１の通信装置及び前記第２の通信装置間で前記第１の通信チャネルを介して第１の
接続を確立するための手段と、
前記入力呼出し及び前記第１の通信装置間で前記第２の通信チャネルを介して第２の接続
を確立するための手段と、

前記第１の通信チャネル上 ローカル信号を前記第
１の通信チャネルの下流から前記第２の通信チャネルの上流 コピー するた
めの手段と、

前記第２の通信チャネル上 ローカル信号を前記第
２の通信チャネルの下流から前記第１の通信チャネルの上流 コピー するた
めの手段と、
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を含むネットワーク・アダプタ装置。
【請求項２】
前記第１及び第２の通信装置の少なくとも一方が、アナログ装置またはデジタル装置のい
ずれかである請求項１記載のネットワーク・アダプタ装置。
【請求項３】
前記ネットワーク・インタフェースがＵインタフェース及び電話インタフェースの少なく
とも一方を含む請求項１記載のネットワーク・アダプタ装置。
【請求項４】
前記ネットワーク・インタフェースがＩＳＤＮアクセス制御装置を含む請求項１記載のネ
ットワーク・アダプタ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は一般に電話加入者の電気通信呼出し処理に関し、特に、加入者構内に配置され、
呼出し待機、呼出し人識別、会議通話、呼出し転送及びＳバス上での２重デジタル装置通
信シェアリングを達成するネットワーク・ターミネータ・ベースの構成に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＩＳＤＮは、国際的に受諾された標準デジタル網ユーザ・インタフェースにより規定され
る。結果のネットワークは、音声、データ、ファクシミリ及びビデオを含むサービスをサ
ポートする多様な加入者アクセス回線を提供する。国際電信電話諮問委員会（ＣＣＩＴＴ
）により勧告されるユーザ・アクセスのための、２つの標準統合サービス・デジタル網（
ＩＳＤＮ）インタフェースが存在する。これらには基本レート・インタフェース（ＢＲＩ
：ｂａｓｉｃ　ｒａｔｅ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）と１次レート・インタフェース（ＰＲＩ
：ｐｒｉｍａｒｙ　ｒａｔｅ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）とが含まれる。これらの様々なサー
ビスを単一の移送システム手段に統合することにより、加入者は複数のサービス・ニーズ
に適合する複数のサービスを購入しないで済むようになる。現実的な問題として、単一の
移送システムは、各サービスに対応した個別のアクセス回線を提供するよりも少ないオー
バヘッドを要求し、総合的にサービス・コストを低減する。
【０００３】
ＩＳＤＮ基本レート・インタフェース（ＢＲＩ）は２Ｂチャネル・プラス・１Ｄチャネル
または（２Ｂ＋Ｄ）と呼ばれる３つのチャネルを含み、ここでは外部電話会社（以降テル
コ（ｔｅｌｃｏ）と記す）回線上を行き交う全ての信号が、ベースバンド・デジタル形式
及び標準のフレーム・フォーマットで運搬される。この構成では、Ｂチャネルが基本ユー
ザ・チャネルであり、デジタル音声、高速データ、及び他の機能を最大チャネル・レート
６４ｋｂｐｓで運搬する。このインタフェースにおけるＤチャネルのビット・レートは１
６ｋｂｐｓであり、２つの目的をサービスする。第１に、Ｄチャネルは、ユーザ・インタ
フェースにおける関連Ｂチャネル上の回線交換呼出しを制御する制御信号情報を運搬する
。更にＤチャネルは信号情報を運搬していないときには、パケット交換または低速テレメ
トリとして使用されうる。従って、ＩＳＤＮ１次レート・インタフェースは、複数のＢチ
ャネルと１つの６４ｋｂｐｓＤチャネルを含み、１５４４ｋｂｐｓ（２３Ｂ＋Ｄ）または
２０４８ｋｂｐｓ（３０Ｂ＋Ｄ）のいずれかの１次レートを有する。
【０００４】
ＢＲＩは同時音声及びデータ・サービスを幾つかの方法により提供するように構成され、
ユーザに彼らのサービスを構成するための柔軟性を提供する。ユーザは各Ｂチャネルを、
音声サービス、回線交換データ移送、またはパケット交換データ・サービスのために使用
することができる。Ｄチャネルは、データ・パケットを信号パケットとインタリーブする
パケット交換データを運搬することができる。ＢＲＩは２つのデータＢチャネル、または
１つの音声Ｂチャネルと別の音声もしくはデータ・チャネルのいずれかの最大を提供しう
る。
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【０００５】
通常、単一回線加入者の構内は、しばしば通常、旧電話サービス（ＰＯＴＳ：ｐｌａｉｎ
　ｏｌｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）と呼ばれる２つの個別の電線対により
配線される。ＰＯＴＳ構成では、１対の信号線がアナログ端末装置と、外部テルコ配線と
インタフェースするジャンクション・ボックスとの間の通信パスを提供する。別の信号線
対は、アナログ端末装置と外部ジャンクション・ボックスとの間の第２のまたは予備のパ
スを提供する。
【０００６】
ＩＳＤＮネットワークは現電気通信システムにおいて広範に使用されているが、利用者構
内における単一の加入回線上におけるアナログ及びデジタル端末装置の共存は、従来、非
現実的であった。１つの解決策として、アナログ及びデジタル装置の両方をサポートする
ために、個別のデジタル及びアナログ・クラス・サービスを加入者構内に提供する方法が
ある。この方法では、単一回線加入者がＩＳＤＮサービスの追加を選択する場合、外部テ
ルコ配線とインタフェースするジャンクション・ボックス接続は固定されたままの状態で
あるが、内部ＰＯＴＳ配線は１対の既存の電線しか存在しない場合には、デジタルＩＳＤ
Ｎ信号の通信パスを提供するために、バイパスされるか煩雑に変更されなければならない
。
【０００７】
別の解決策として、単一回線加入者がアナログからデジタル・クラス・サービスへの切り
替えを選択する方法がある。こうした仮定の下では、加入者構内はデジタル端末装置だけ
を用意するように変更される。そうした場合、加入者は単一のクラス・サービス（すなわ
ちデジタル・クラス）を維持するために、不要となる既存の従来の電話（ＰＯＴＳ）配線
及び端末装置を廃棄することを強いられる。
【０００８】
有望な解決策が、係属中の米国特許出願第０８５３３３号（１９９３年６月３０日出願）
で開示されている。この出願は、構内の既存のＰＯＴＳ配線を使用することにより、加入
者構内のアナログ及びデジタル装置の両方をＩＳＤＮネットワーク内の単一の加入回線に
接続するアーキテクチャ及び装置を開示する。
【０００９】
ＩＳＤＮ加入者における不便は、様々なタイプのクラス・サービス（例えば呼出し転送、
呼出し待機、呼出し人識別）に由来する。これらのサービスは現在は中央局交換システム
により処理され、ユーザに追加利用料金の支払いを要求する。ＩＳＤＮネットワークはＩ
ＳＤＮ中央局交換システムを含み、これは加入者電話回線を介して、加入者構内に配置さ
れる通信装置に接続される。コンピュータが交換システムに接続され、交換システムがコ
ンピュータに対して、交換システムとユーザ電話ステーションとの間で交換される呼出し
処理情報に対応する関連メッセージを送信する。
【００１０】
オペレーションにおいて、交換機からユーザ・ステーションへ、またその逆に呼出し処理
メッセージ（例えばセットアップ、警告、接続、切断）を伝送することにより、様々なタ
イプのクラス・サービス（例えば呼出し転送、呼出し待機、呼出し人識別）が、中央局交
換システムにより処理される。交換機とステーション間のインタフェースは、通常、基本
レート・インタフェース（２Ｂ＋Ｄ）である。クラス・サービスは現在、中央局交換機に
よる処理を必要とするため、ユーザはこれらのサービスのために、テルコにより追加料金
を請求される。
【００１１】
加入者における別の不便は、デジタル・クラス・サービスが使用され、複数のデジタル通
信装置が加入者構内の単一のＳバスに接続されるときに発生する。ＩＳＤＮユーザ・ネッ
トワーク・インタフェースのレイヤ１特性の現規格（ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．４３０）によれ
ば、通信セッションの間に、１つのデジタル通信装置だけが活動状態となることができる
。例えば、単一のＳバスに接続される少なくとも２つのデジタル電話ステーションを有す
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る加入者構内においては、加入者があるステーションのレシーバを取ると、他のレシーバ
は同一の会話に参加することができない。
【００１２】
更に別の不便は、アナログ電話の基本電子キー電話サービス（ＥＫＴＳ：ｅｌｅｃｔｒｏ
ｎｉｃ　ｋｅｙ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）に由来する。デジタル電話は現
在、ＥＫＴＳ及びＩＳＤＮネットワークにより提供されるコール・アピアランス・コール
・ハンドリング（ＣＡＣＨ：ｃａｌｌ　ａｐｐｅａｒａｎｃｅ　ｃａｌｌ　ｈａｎｄｌｉ
ｎｇ）ＥＫＴＳ規格により動作する。デジタルＥＫＴＳ電話は、ユーザが会議通話、呼出
し保留／回復などの機能を実行するための多数のボタン及び表示照明（またはデジタル表
示）を有し、照明または表示はユーザに対して、これらの機能が活動化されたことを示す
ために使用される。しかしながら、アナログ電話ではこうしたＥＫＴＳ機能が使用されな
い。加えて、上記米国特許出願第０８５３３３号で述べられるネットワーク・ターミネー
タは、アナログ装置をＩＳＤＮネットワークに接続するために、ユーザがＩＳＤＮ　ＥＫ
ＴＳサービスに接続されるアナログ電話上において、会議通話及び呼出し保留／回復など
の機能を実行するための、ユーザ・インタフェースを開発する必要がある。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は、ＩＳＤＮネットワークのＢチャネルを利用し、呼出し待機、呼
出し人識別、会議通話、呼出し転送及び１つのＳバス上での複数のデジタル通信装置との
通信シェアリングを達成するネットワーク・ターミネータ・ベースの構成を加入者構内に
提供することである。本発明の別の目的は、これらの呼出し処理機能を加入者構内のデジ
タル及びアナログ装置に提供することである。更に本発明の別の目的は、アナログ電話上
で実行されるアクションのマッピング用ユーザ・インタフェースを、ＩＳＤＮネットワー
クにより認識されるＥＫＴＳ信号内に提供することである。更に本発明の別の目的は、加
入者構内のデジタル及びアナログ装置とＩＳＤＮネットワークとの間で、既存のＰＯＴＳ
配線を介する単一回線通信パスを提供することである。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
本発明は、加入者構内に配置されてデジタル電話網に接続され、テルコ交換機からの介入
要求無しに、様々な呼出し処理機能を実行するネットワーク・ターミネータ（アダプタ）
・ベースの構成を提案する。ネットワーク・アダプタは、本発明に従いデジタル信号処理
機能を実行するプロセッサを含む。アダプタはデジタル網及び加入者構内の通信装置に動
作的に接続される。
【００１５】
本発明の１実施例は、ネットワーク・アダプタ・ベースの構成において、呼出し待機を実
現する呼出し処理方法である。この方法は、加入者構内の通信装置上の第１の呼出しを第
１の通信チャネル上で確立するステップを含む。次に、第２の呼出しが加入者構内に生成
されていることを判断して、アダプタは第２の呼出しを第２の通信チャネルに接続する。
【００１６】
加入者構内に第２の通信チャネルに接続される第２の通信装置が存在しない場合、第２の
呼出しを第２の通信チャネルに接続後、アダプタは専用の警告信号（例えばビープ）をユ
ーザに送信する。次にプログラムはループに入力し、ユーザは任意のパーティから呼出し
に対する切断要求が発行されるまで、第１の呼出しと第２の呼出しとの間を任意にトグル
する選択を有する。２つの呼出しを２つの通信チャネルに接続し、ユーザ選択によりそれ
らの間をトグルすることにより、アダプタは呼出し待機を実行するためのテルコ交換機か
らの介入を不要にする。
【００１７】
本発明の別の実施例は、ネットワーク・アダプタ・ベースの構成において、別の呼出し人
識別ボックスを必要とせずに、呼出し人識別（ＩＤ）を実現する呼出し処理方法である。
この方法は、交換システムから加入者構内への入力呼出しを指定するセットアップ・メッ
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セージを受信するステップを含む。呼出しセットアップ・メッセージは、呼出しを開始す
る番号の識別に関する情報を含む。呼出し人ＩＤが加入者構内において活動化され、レシ
ーバが取られたことを判断すると、アダプタは呼出しセットアップ・メッセージから呼出
しを識別する第１のメッセージを抽出する。次に、アダプタ内のプロセッサが第１のメッ
セージをレシーバに音声合成し、加入者は識別メッセージを聞くことになる。識別メッセ
ージは例えば入力呼出し人の番号である。
【００１８】
或いは、アダプタに各々が対応する名前を有する複数の番号を有する予めプログラムされ
たルックアップ・テーブルを備えてもよい。識別番号をレシーバに音声合成する以前に、
アダプタは識別番号がルックアップ・テーブル内の複数の番号のいずれかに一致するかど
うかを判断する。識別番号が複数の番号のいずれかに一致するとの判断に応じて、アダプ
タは名前をレシーバに音声合成する。識別番号が複数の番号のいずれにも一致しないとの
判断に応じて、アダプタは識別番号をレシーバに音声合成する。
【００１９】
識別情報（呼出し人の番号または名前）を聞いた後、加入者は呼出しを受諾または拒否す
る選択権を有する。ユーザが呼出しを受諾するように選択すると、アダプタは呼出しを使
用可能な通信チャネルに接続する。ユーザが呼出しを受信しないと決定すると、アダプタ
はリンギング信号を呼出し人に返却し続け、遊休状態に戻る。
【００２０】
更に本発明の別の実施例は、本発明のネットワーク・アダプタ・ベースの構成を用い、加
入者構内の通信装置からの最大３つの呼出しによる会議を可能にする呼出し処理方法であ
る。この方法は、加入者構内の通信装置上の第１の呼出しを、第１の通信チャネル上にお
いて確立するステップを含む。次のステップでは、通信装置から第２の呼出しを確立する
ための呼出しセットアップ要求を開始する。第２の呼出しが受諾された後、アダプタは第
２の呼出しを第２の通信チャネルに接続する。次に、アダプタは各人が互いに聞き合える
ように、上記第１の通信チャネル上の音声データを上記第２の通信チャネル上の音声デー
タと混合することにより、通信装置及び第１及び第２の呼出しの間で、３ウェイ通信パス
を確立する。
【００２１】
音声混合はアダプタ内のプロセッサにより実行される。一方のＢチャネル（Ｂ１）の局所
音声データ信号が、Ｂ１の下流から他のＢチャネル（Ｂ２）の上流にコピーされ、Ｂ２の
局所音声データ信号が、Ｂ２の下流からＢ１の上流にコピーされる。これは３ウェイ会議
通話を自動的に確立し、各パーティが互いに通信することを可能にする。プロセッサによ
る２つのＢチャネルのこの音声混合は、会議通話に参加するいずれかのパーティにより切
断要求が発行されるまで継続される。各呼出しを別々の通信チャネルに接続し、２つのチ
ャネルを音声混合することにより、アダプタは会議通話のためにテルコ交換システムを不
要にする。
【００２２】
本発明の別の実施例は、加入者構内の第１の通信装置に対して発生する呼出しを、ネット
ワーク・アダプタ・ベースの構成を用いて別の宛先に転送する呼出し処理方法である。こ
の方法はアダプタにおいて、交換システムから加入者構内への入力呼出しを指定するメッ
セージを受信するステップを含む。次に、アダプタは第１の通信装置と別の宛先にある第
２の通信装置との間において、第１の接続を第１の通信チャネル上で開始する。第１の接
続が確立されると、入力呼出しは第２の通信チャネル上の第１の通信装置に接続される。
【００２３】
次に、プロセッサは、アダプタにより入力呼出しと別の宛先との間で音声通信パスが確立
されるように、第１の通信チャネル上の音声データを、第２の通信チャネル上の音声デー
タと混合する。プロセッサは入力呼出し人または別の宛先から切断要求が発行されるまで
音声混合を継続する。この実施例による方法は、テルコ交換機による呼出し転送を不要に
する。
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【００２４】
各上述の実施例において、デジタル網は統合サービス・デジタル網（ＩＳＤＮ）であり、
第１及び第２の通信チャネルは基本レート・インタフェースのＩＳＤＮ　Ｂチャネルであ
る。加入者構内の通信装置はアナログまたはデジタル装置のいずれかである。
【００２５】
本発明の別の実施例では、ユーザは本発明のネットワーク・ターミネータを介してＩＳＤ
Ｎネットワークに接続されるアナログ電話上において、フラッシュ・フック・コマンド及
びタッチ・トーン・コマンドにより、呼出し保留／回復、呼出し待機、３ウェイ会議通話
機能が可能になる。更にテルコにより複数の呼出し発生（ｃａｌｌ　ａｐｐｅａｒａｎｃ
ｅ）が提供されると、最大６ウェイ会議通話がアナログ電話を用いて確立される。これら
の各会議通話機能はＥＫＴＳ規格に従い、１つのＢチャネル上で達成される。ユーザによ
りアナログ電話に入力されるアナログ信号（スイッチ・フック及びタッチ・トーン・コマ
ンド）は、本発明のアダプタ内の電話インタフェースにより、ＩＳＤＮ　ＥＫＴＳ信号に
変換される。
【００２６】
【実施例】
図１は、既存の電話線２４、２６を使用し、アナログ及びデジタル装置の両方を、ＩＳＤ
Ｎネットワーク内の単一の加入回線にリンクする構成を示す。この構成は多数の機能（こ
れらのいくつかについては詳細に後述される）をサービスし、上記米国特許出願第０８５
３３３号において、より詳細に述べられる。本発明を完全に理解するために必要な程度に
、ここでは上記出願が参照される。
【００２７】
加入者構内の配線は４本の信号線を含む。これらの電線は、利用者構内をＩＳＤＮキャリ
ア・ネットワークに接続するジャンクション・ボックス２に延びる。構内においてこれら
の電線は、加入者構内の壁に配置されるモジュラ電話ジャック４で終端する。グリーン－
レッド（Ｇ－Ｒ）の電線対２４が、通信装置６（例えば電話装置）などのアナログ端末装
置に接続され、ブラック－イエロ（Ｂ－Ｙ）の電線対２６が、ＩＳＤＮデジタル・キャリ
ア・ネットワークに接続される。ジャンクション・ボックス２のテルコ・キャリア・ネッ
トワーク配線は、電線対２６に接続され、電線対２４から分離される。
【００２８】
ネットワーク・アダプタ１０は任意の壁ジャック８にプラグ挿入される。ネットワーク・
アダプタ１０は、電線２６上の標準デジタル形式の２線式加入者ループ信号と、デジタル
装置１２（例えばデジタル電話装置、ファックス装置など）が接続されるＳバス２２との
間のインタフェースとして機能する。デジタル及びアナログ・インタフェース・ネットワ
ーク・アダプタ１０は更に、電線２６上の標準デジタル形式の２線式加入者ループ信号と
、他の壁ジャック４（ジャック８以外のジャック）を介してＧ－Ｒ電線対２４に接続され
るアナログ装置との間のインタフェースとして機能する。
【００２９】
Ｂ－Ｙ電線対２６は、テルコＩＳＤＮキャリア・ネットワークとインタフェースするよう
に、ジャンクション・ボックス２において適応化される。同様にＧ－Ｒ電線は、ジャンク
ション・ボックスにおいて”開放”（ｏｐｅｎ）であるが、一様にアナログ装置に接続さ
れる。ジャンクション・ボックス２における配線変更は、ジャンクション・ボックス２に
おいて手操作により電線を変更することにより、適応化される。
【００３０】
図１の構成では、Ｓバス配線はネットワーク・アダプタ１０から、アダプタ１０の近傍に
配置されるデジタル装置（通常、１つの装置または単一ネットワーク・ポートを共用する
装置セット）に延びる（通常、短い）ケーブルにより提供される。従って、ネットワーク
・アダプタ１０は所望の位置（部屋、壁など）のモジュラ電話ジャック８にプラグ挿入さ
れ、テルコ・キャリア・インタフェースが図示のように適応化される。図示のＳバスは、
全てのデジタル装置がアダプタと同じ部屋内に存在する場合には、壁を貫いて延びる必要
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はない。しかしながら、配線機構は追加のデジタル装置及び端末アダプタに対応して、拡
張（追加）Ｓバス配線を要求しうる。
【００３１】
この構成では、外部テルコ・キャリア・ネットワークと利用者構内との間を行き交う全て
の信号が、（内部Ｂ－Ｙ対２６、及びネットワーク・アダプタ１０が接続される内部ジャ
ック８を介して、）ネットワーク・アダプタ１０を通じてチャネル指定される。ネットワ
ーク・アダプタ１０及びデジタル装置間を行き交う全ての信号は、ネットワーク・アダプ
タ１０とデジタル装置間のＳバス２２インタフェースを通過する。ネットワーク・アダプ
タ１０と任意のアナログ装置間を行き交う全ての信号は、ネットワーク・アダプタ１０が
接続されるジャック８と、アナログ装置が接続される別のジャック４との間のＲ－Ｇ対２
４を通過する。
【００３２】
この構成では、アナログ装置と外部キャリア・ネットワークとの間を行き交う信号は、ア
ナログ装置が接続されるジャック４をアダプタ１０にリンクするＲ－Ｇ対をアナログ形式
で伝達し、アダプタ１０でアナログ形式と２線式デジタルＩＳＤＮ形式との間を変換され
、後者の形式で内部Ｂ－Ｙ電線対２６及びジャンクション・ボックス２を介して、アダプ
タ１０と外部キャリア・ネットワークとの間を伝達することが理解されよう。任意のデジ
タル装置と外部テルコ回線との間を行き交う信号は、装置とアダプタとの間をＳバス２２
を介してデジタル形式で通過し、アダプタ１０で４線式Ｓバス・デジタル形式と２線式デ
ジタルＩＳＤＮ形式との間を変換され、後者の形式でＢ－Ｙ対２６及びジャンクション・
ボックス２を介して、アダプタ１０と外部キャリア・ネットワークとの間を伝達する。
【００３３】
図１は、加入者構内における内部配線を単一のループとして構成する。単一ループ構成で
は、アナログ装置がループに沿うモジュラ電話ジャック４の１つにおいて、ジャンクショ
ン・ボックス２に接続される。ところで、スター配線構成と呼ばれる別の内部配線構成が
加入者構内において見い出されることが理解されよう。スター配線構成では、スター構成
の任意の分岐のジャック４は、個々にアナログ装置をジャンクション・ボックス２に接続
する（この構成は図示しない）。
【００３４】
図２を参照すると、参照番号１０は、本発明の教示により構成されるデジタル及びアナロ
グ・ネットワーク・アダプタ・アーキテクチャのブロック図を差す。アダプタ１０は、入
出力制御信号線３２によりＥ２ＰＲＰＯＭ３４に接続されるシステム・プロセッサ３０、
Ｕインタフェース装置３６、電話インタフェース３８、及びＩＳＤＮアクセス制御装置４
０を含む。プロセッサ３０は、データ信号処理機能を実行する任意の好適なマイクロプロ
セッサである。好適なマイクロプロセッサの１つに、インテル社から販売される８０３１
がある。或いはプロセッサ３０は、マイクロプロセッシング機能を実行するデジタル信号
プロセッサ（ＤＳＰ）である。好適なＤＳＰの１つに、ＩＢＭから販売されるＭＷＡＶＥ
　ＭＳＰ１．０がある。好適なＵインタフェース装置３６は、ＰＥＢ２０９１であり、好
適なＩＳＤＮアクセス制御装置４０は、ＰＥＢ２０７０または２０８１である。各ＰＥＢ
装置はジーメンス社から販売される。
【００３５】
図２の説明を続けると、局所バス４２は更にプロセッサ３０、ＳＲＡＭ４４、及びＥＰＲ
ＯＭ４６に接続される。局所バス４２はアドレス、データまたは制御信号を相互接続装置
間で伝達する導体から成る。
【００３６】
更に図２を参照すると、モジュラ相互接続バス４８は、Ｕインタフェース３６、電話イン
タフェース３８及びＩＳＤＮアクセス制御装置４０を相互接続する。図３に示されるよう
に、モジュラ相互接続バス４８は４本の個別の信号線を含み、それぞれは８ＫＨｚフレー
ム同期（ＦＳ）信号線５０、データ・クロック（ＣＬＫ）線５２、シリアル・ビット・ス
トリーム受信（ＲＸ）信号線５４、及びシリアル・ビット・ストリーム送信（ＴＸ）信号
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線５６である。モジュラ相互接続バス４８はＵインタフェース３６、電話インタフェース
３８及びＩＳＤＮアクセス制御装置４０を接続する役割をするが、バス４８は更に、他の
様々な音声／データ・モジュール（Ｄチャネルのソースまたはターゲット、或いはＢ１及
びＢ２チャネルのソースまたはターゲット）を接続するためにも使用される。
【００３７】
Ｕインタフェース装置３６は、更にハイブリッド６０を介して入力変圧器５８に接続され
る。入力変圧器５８は加入者構内の１対の”直接接続（ｔｈｒｏｕｇｈ－ｃｏｎｎｅｃｔ
ｅｄ）”される既存の電話線２６に接続され、電話網に対する変圧器及びドライバとして
機能する。”直接接続”される電話線対２６は、電話網には動作的に接続されるが、加入
者構内のいずれのアナログ装置にも接続されない。電線対２６は上述の通常のＰＯＴＳ構
成では、Ｂ－Ｙ対に相当する。
【００３８】
従って、テルコ・ネットワークから入来する信号は、最初に変圧器５８において、ハイブ
リッド６０への入力に対応して適応化され、信号は個別の送信及び受信信号に分離される
。更に局所エコーの部分的相殺、及びＵインタフェース３６の４線式入力との的確なイン
ピーダンス整合が、ハイブリッド６０により達成される。
【００３９】
Ｕインタフェース３６は更に、エコー相殺及び受信４線式デジタル信号の等価を実行する
ことにより入力信号を調整し、信号をデジタル情報を含むＴＴＬレベルの２進ストリーム
に変換する。ハイブリッドによるエコー相殺（ＥＣＨ）原理は、２線式加入者ループ上で
全２重オペレーションをサポートする１つである。ＥＣＨ法及び結果のＴＴＬレベル２進
ストリームは、ＡＮＳＩ規格Ｔ１．６０１に準拠する。
【００４０】
好適な実施例では、ネットワーク・アダプタ・アーキテクチャ１０は、ＢＲＩＩＳＤＮと
インタフェースするように構成される。Ｂチャネル及びＤチャネル・データの呼出し処理
が、ＣＣＩＴＴ仕様Ｑ．９３１プロトコルに従い実行される。このプロトコルは、入力及
び出力呼出しの両方に対するキャリア・ネットワーク処理及びアダプタ１０の機能を含む
。アダプタ１０によるアナログ及びデジタル装置に対応するＢチャネル・データの呼出し
処理については、上記米国特許出願０８５３３３号で詳細に述べられている。Ｕインタフ
ェース３６は２Ｂ１Ｑ、または局所電話網により要求される他の標準デジタル・チャネル
化形式に従うタイプである。例えば２Ｂ１Ｑ回線符号化では、ビット対が４つの量子化レ
ベルの１つとして表される。これは冗長性を伴わない４レベル・パルス振幅変調（ＰＡＭ
）符号である。符号化信号は、非符号化デジタル信号の周波数スペクトルよりも低い周波
数スペクトルを有する２線式加入者ループ信号として特徴化される。２線式加入者ループ
信号は、回線減衰及びＩＳＤＮ上におけるクロストークの低減を提供する。このようにし
て、Ｕインタフェース３６における８０ＫＨｚの２Ｂ１Ｑ　２線式加入者ループ信号が、
２つの個別の１６０ＫＨｚ信号（送信及び受信）に変換される。
【００４１】
ＩＳＤＮアクセス制御装置４０は、Ｓバス・インタフェース６２によりＳバス２２に接続
される。インタフェース６２は、加入者構内の１つまたは複数のデジタル装置を接続する
ための４線式インタフェースをＳバス２２上に含む。Ｓバス・インタフェース６２は、Ａ
ＮＳＩ規格Ｔ１．６０５に従い、最大８つのデジタル装置をサポートする４線式変圧器を
含む。
【００４２】
更に電話インタフェース３８が、アナログ・ハイブリッド６４により、加入者構内の別の
既存の電話線対２４に接続される。別の既存の電話線対２４（例えば通常のＰＯＴＳ構成
におけるＧ－Ｒ対）は、動作的に加入者構内のアナログ装置に接続される。別の既存の電
話線対２４は、既存の第１の電線対２６と区別され、加入者構内の既存のアナログ装置（
ジャック２Ａ以外のジャック）にだけ接続される。好適な態様では、アナログ・ハイブリ
ッド６４は、アナログ装置及びテルコ・ネットワークにドライブ、オンフック及びオフフ

10

20

30

40

50

(8) JP 3586388 B2 2004.11.10



ック機能を提供する加入者回線インタフェース回路である。
【００４３】
図４に示されるように、電話インタフェース３８は加入者回線インタフェース３９を含み
、これは例えば、オフフック、オンフック、フラッシュなどのスイッチ・フック・コマン
ドなどのコマンドを受諾する。こうしたコマンドはプロセッサ３０により割込みを介して
解釈される。インタフェース回路３９はまたタッチ・トーン・コマンドを受諾し、これら
は２重トーン多重周波数（ＤＴＭＦ：ｄｕａｌ　ｔｏｎｅ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ）復号器４１により解釈される。音声リンギング・コーデック・フィルタ４３
は、プロセッサ３０により制御されてトーンを生成し、インタフェース回路３９を介して
通信装置に送信される信号のデジタル－アナログ変換を実行する。好適な加入者回線イン
タフェース回路３９は、ハリス社から販売されるＨＣ－５５０４Ｂであり、好適なＤＴＭ
Ｆ復号器４１は、モトローラ社から販売されるＭＣ－１４５４３６であり、好適な音声リ
ンギング・コーデック・フィルタはジーメンス社から販売されるＰＳＢ２１６０である。
【００４４】
インタフェース回路３９、ＤＴＭＦ復号器４１及びフィルタ４３は、アナログ信号（アナ
ログ電話上のユーザにより入力されるスイッチ・フック及びタッチ・トーン・コマンドを
含む）を、電子キー電話サービス（ＥＫＴＳ）信号またはコール・アピアランス・コール
・ハンドリング（ＣＡＣＨ）ＥＫＴＳ信号などのＩＳＤＮ信号に変換するために使用され
る。より詳細には、任意のアナログ装置と外部ＩＳＤＮネットワークとの間を行き交う信
号は、アナログ形式でアナログ・ハイブリッド６４及び電話インタフェース３８を通過し
、電話インタフェース３８において、アナログ形式とＥＫＴＳなどの２線式デジタルＩＳ
ＤＮ形式との間を変換され、後者の形式によりＵインタフェース３６及びハイブリッド６
０を介してＩＳＤＮへと伝達される。
【００４５】
ネットワーク・アダプタ１０内の要素は、任意のモジュラ電話ジャック８を介して、既存
の両方の電話線対２４、２６に接続可能であることが理解される。すなわち、単一のプラ
グがネットワーク・アダプタ１０を、キャリア・ネットワークとアナログ装置の両方に接
続する役割をする。
【００４６】
システム・プロセッサ３０は、ネットワーク・アダプタ１０の他の要素とのインタフェー
スの他に、その内部オペレーションを制御する。当業者には理解されるように、プロセッ
サ３０は後述される任意の呼出し処理プログラムの実行を開始する以前に、電源オン診断
ルーチン及び初期プログラム・ロード・ルーチンを実行する。電源オン診断及び初期プロ
グラム・ロードは、既知のルーチンである。後述される各呼出し処理プログラムはＥＰＲ
ＯＭ４６に記憶され、初期プログラム・ロード・ルーチンの間に、プロセッサ３０による
実行のためにＳＲＡＭ４４にロードされる。
【００４７】
図５を参照すると、本発明によるネットワーク・アダプタ・ベースの構成において、１つ
の通信装置がＢＲＩの両方のＢチャネルに接続されるときに、呼出し待機を実現するため
に、プロセッサ３０により実行される呼出し処理プログラムの基本プロセス・ステップの
流れ図が示される。当業者により、この流れ図のプロセス・ステップは、プロセッサ３０
を制御するための好適な命令にコーディングされよう。
【００４８】
初期プログラム・ロード・ルーチン及び電源オン診断ルーチンを実行後、プロセッサ３０
はブロック１００で示される遊休状態に入る。ブロック１０５で示されるように、プログ
ラム実行は加入者構内の通信装置６により出力呼出しに対応して開始される呼出しセット
アップ・メッセージに応答して、或いは通信装置６によるテルコＩＳＤＮ交換機からの入
力呼出しに対応する呼出しセットアップ・メッセージの受信に応答して開始される。実行
はブロック１１０に移行し、ここでプロセッサ３０は、最初の呼出しが確立されたかどう
かをチェックする。ブロック１１０は従来のハンドシェークを表し、通信装置６及びＩＳ
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ＤＮ交換機は、セットアップ肯定応答（ＡＣＫ）、警告、接続などの呼出し処理メッセー
ジを交換する。ブロック１１０の間、呼出しが確立されないと（例えばビジー回線などに
よる）、ブロック１１０からブロック１１５へ否定分岐が発生し、ここで呼出しは拒否さ
れ、ビジー信号が通信装置６に返却される。次に、プロセッサ３０は遊休ブロック１００
に復帰する。
【００４９】
ブロック１１０に戻り、呼出しが確立されると、ブロック１１０からブロック１２０へ肯
定分岐が発生し、ここで最初の呼出しが基本レート・インタフェースの第１のＢチャネル
に接続される。実行はブロック１２５に移行し、いずれかのパーティから最初の呼出しに
対する呼出し切断要求が発行されたかどうかを判断し、発行された場合には、判断ブロッ
ク１２５からブロック１３０へ肯定分岐が発生して、呼出しを終了し、Ｂチャネルを解放
する。システムは次にブロック１００において遊休状態に復帰する。切断要求が発行され
ないと実行はブロック１２５からブロック１３５に移行し、最初の呼出しがまだアクティ
ブの間に入力呼出しに対応する呼出しセットアップ・メッセージが、ＩＳＤＮテルコ交換
機により送信されているかどうかを判断する。入力呼出しに対応するセットアップ要求が
存在しない場合、ブロック１３５からブロック１２５に否定分岐が発生する。従って、１
つの呼出しがアクティブの時、システムはブロック１２５とブロック１３５との間をルー
プし、その間、入力呼出しセットアップ要求または最初の呼出しの切断要求を待機するこ
とが理解される。
【００５０】
ブロック１３５に戻り、入力呼出しに対応する呼出しセットアップ・メッセージが通信装
置６により受信されると、ブロック１３５から判断ブロック１４０へ肯定分岐が発生する
。判断ブロック１４０では、プロセッサ３０は第２のＢチャネルがビジーかどうかをチェ
ックする。第２のＢチャネルがビジーであると、判断ブロック１４０からブロック１４５
へ肯定分岐が発生し、呼出しは拒否され、ビジー信号が入力呼出しを発行した呼出し人に
返却され、プロセッサ３０は判断ブロック１２５に復帰する。プロセッサ３０は、まだ第
１のＢチャネルに接続されるアクティブの呼出しが１つ存在するためにブロック１２５に
復帰する。
【００５１】
ブロック１４０で第２のＢチャネルがビジーでないと、ブロック１５０へ否定分岐が発生
し、入力呼出し（第２の呼出し）が第２のＢチャネルに接続される。実行はブロック１５
５へ移行し、専用の警告信号（例えばビープ）が加入者の通信装置６のレシーバに送信さ
れる。加入者は次にブロック１６０で示されるように、第１の呼出しと第２の呼出しとの
間をトグルするか否かの選択権を与えられ、第２の呼出しを受信することもできる。この
トグルは例えば、装置６のレシーバ上のフラッシュ・ボタンを押すことにより達成される
。加入者がトグルにより第２の呼出しを受信すると決定すると、ブロック１６０からブロ
ック１６５へ肯定分岐が発生し、加入者通信装置６がプロセッサ３０により第２のＢチャ
ネルに接続され、加入者は第２の呼出し人と通信することが可能になる。実行は次に判断
ブロック１７０に移行する。
【００５２】
加入者がブロック１６０でトグルしないように選択すると、実行は直接ブロック１６０か
らブロック１７０に移行し、Ｂチャネルの一方を切断する切断要求が発行されているかど
うかをチェックする。切断要求は２つの呼出しに関わる３つのパーティのいずれかからも
生じうる。切断がいずれかのパーティから第１または第２の呼出しに対して要求されると
、ブロック１７０からブロック１７５に肯定分岐が発生し、対応するＢチャネルが解放さ
れる。実行は次にブロック１２５に移行し、上述のように継続する。切断メッセージが受
信されないとプロセッサ３０はブロック１７０からブロック１８０に移行し、入力呼出し
に対応する第３の呼出しセットアップ・メッセージがＩＳＤＮテルコ交換機により送信さ
れているかどうかをチェックする。第３のセットアップ要求が受信されると、ブロック１
８０からブロック１８５に肯定分岐が発生し、第３の呼出しが拒否され、ビジー信号が第
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３の呼出しを発行する通信装置に返却される。ここで第３の呼出しは、ＢＲＩの両方のＢ
チャネルが呼出しによりアクティブであるために拒否される。実行は次に判断ブロック１
６０に移行し、上述のように継続する。
【００５３】
第３の呼出しセットアップ・メッセージが受信されないと、実行はブロック１８０からブ
ロック１６０へ直接移行し、上述のように継続する。ブロック１６０、１６５、１７０、
１８０及び１８５からの論理結果は、切断メッセージが第１及び第２の呼出しのいずれか
の終端（加入者を含む）から発行されるまで、加入者が第１と第２の呼出しの間を任意に
トグルすることを可能にする。
【００５４】
図６を参照すると、本発明の呼出し待機プログラムの別の実施例が示される。この実施例
では、ブロック１５０までの全てのステップは、図５の場合と同様である。この実施例で
は、加入者はＢＲＩの第１のＢチャネルに接続される第１の通信装置と、第２のＢチャネ
ルに接続される第２の通信装置を有する。第１及び第２の通信装置は２つのアナログ装置
６か、或いは２つのデジタル装置１２である。
【００５５】
入力呼出しを第２のＢチャネルに接続後、実行はブロック１５０からブロック１５２に移
行し、ここで警告信号が第２の通信装置に送信される。実行は判断ブロック１５４に移行
し、加入者は第２の呼出しを受諾するか否かの選択権を有する。ブロック１５４で、プロ
セッサ３０は加入者が第２の呼出しを受諾したかどうか（すなわち、第２の装置のレシー
バがオフフックされたかどうか）をチェックする。加入者が呼出しを受諾しないように選
択すると、否定分岐がブロック１５４からブロック１２５に発生し、実行は上述のように
継続する。加入者が呼出しを受諾するように選択すると、ブロック１５６へ肯定分岐が発
生し、任意のパーティから呼出しの一方を切断する切断要求が発行されたかどうかをチェ
ックする。いずれかのパーティから、第１または第２の呼出しに対する切断が要求される
と、ブロック１５６からブロック１５８に肯定分岐が発生し、対応するＢチャネルが解放
される。実行はブロック１２５に移行し、上述のように継続される。
【００５６】
切断メッセージが受信されない場合、プロセッサ３０はブロック１５６からブロック１６
２に移行し、入力呼出しに対応する第３の呼出しセットアップ・メッセージが、ＩＳＤＮ
テルコ交換機により送信されているかどうかをチェックする。第３のセットアップ要求が
受信されると、ブロック１６２からブロック１６４に肯定分岐が発生し、第３の呼出しは
拒否され、ビジー信号が第３の呼出しを発行する通信装置に返却される。実行は次に判断
ブロック１５６に戻り、上述のように継続する。第３の呼出しセットアップ・メッセージ
が受信されないと、実行はブロック１６２からブロック１５６に直接移行し、上述のよう
に継続する。
【００５７】
２つの呼出しをＢＲＩの２つのＢチャネルに接続し、加入者が受諾することを可能にする
ことにより（１つの装置だけがＢＲＩに接続されるときには、呼出しの間をトグルし、２
つのそれぞれの装置がＢチャネルに接続されるときには、第２の装置のレシーバをピック
アップする）、アダプタ１０は加入者構内において呼出し待機を実行するために、テルコ
交換機からの介入を不要にする。
【００５８】
図７を参照すると、本発明によるネットワーク・アダプタ・ベースの構成において、呼出
し人識別を実現するために、プロセッサ３０により実行される呼出し処理プログラムの基
本プロセス・ステップの流れ図が示される。再度、この流れ図のプロセス・ステップは、
当業者により、プロセッサ３０の制御に好適な命令にコーディングされよう。
【００５９】
初期プログラム・ロード・ルーチン及び電源オン診断ルーチンを実行後、プロセッサ３０
はブロック２００で示される遊休状態に入力する。ブロック２０５で示されるように、プ
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ログラム実行は、通信装置６によるテルコＩＳＤＮ交換機からの入力呼出しに対応する呼
出しセットアップ・メッセージの受信に応答して開始される。セットアップ・メッセージ
は、例えば呼出しパーティの電話番号などの呼出しパーティ識別情報を含む。次に判断ブ
ロック２１０で、呼出し人ＩＤが加入者構内で活動化されているかどうかをチェックする
。呼出し人ＩＤが活動化されていないと、呼出しは従来通り処理され、ブロック２１５で
示されるようにＢチャネルの一方に接続される。呼出し人ＩＤが活動化されると、実行は
ブロック２２０に移行し、プロセッサ３０は通信装置６上に警告信号を生成することによ
り、加入者に対して呼出しが到来していることを示す。次に実行はブロック２２５で示さ
れるように、通信装置６のレシーバがピックアップ（オフフック）されたかどうかをチェ
ックする。プログラムはレシーバがオフフックされるまで、ブロック２２５をループする
。誰もレシーバをピックアップしないと、レシーバは呼出しパーティがハングアップする
まで鳴り続ける。
【００６０】
レシーバがピックアップされると、ブロック２２５からブロック２３０へ肯定分岐が発生
し、プロセッサ３０は、ＩＳＤＮ交換機から受信されるセットアップ・メッセージから、
入力呼出し人の番号を抽出する。実行はブロック２３５に移行し、この番号が事前にプロ
グラムされたルックアップ・テーブル（ＬＵＴ）内の番号と比較される。ＬＵＴはユーザ
によりプログラムされ、各番号に関連する追加情報（例えば名前、住所）を有する複数の
番号を含む。呼出し人の番号がＬＵＴ内の任意の番号に合致しない場合、ブロック２３５
からブロック２４０へ否定分岐が発生し、プロセッサ３０はその番号を電話レシーバに音
声合成する。呼出し人の番号がＬＵＴ内の番号に合致する場合には、ブロック２３５から
ブロック２４５に肯定分岐が発生し、ＬＵＴ内の番号に対応する追加情報（例えば名前）
がレシーバに音声合成される。実行はブロック２４０またはブロック２４５からブロック
２５０に移行し、入力呼出しの電話番号（または追加情報）を聞いた後、加入者は呼出し
の受諾を選択することができる。
【００６１】
ブロック２５０で、プロセッサ３０は加入者が呼出しの受諾を選択したかどうかをチェッ
クする。加入者が呼出しの受諾を選択すると、接続要求が生成され、プロセッサ３０はブ
ロック２５５で呼出しを使用可能なＢチャネルに接続する。実行はブロック２５５からブ
ロック２６０に移行し、プロセッサ３０はこの呼出しに対して、いずれかのパーティから
呼出し切断要求が発行されるまで、このブロックをループする。切断メッセージが受信さ
れると、ブロック２６０からブロック２６５へ肯定分岐が発生し、呼出しを終了し、Ｂチ
ャネルを解放する。システムは次にブロック２００において遊休状態に復帰する。
【００６２】
ブロック２５０に戻り、接続要求が生成されないと、プログラムはブロック２７０に移行
し、プロセッサ３０は加入者が呼出しを受信しないように選択したかどうかをチェックす
る。選択がされないと、実行はブロック２５０に移行し、そこから上述のように継続する
。従ってプログラムは、加入者が入力呼出しの受諾または拒否を選択するまで、ブロック
２５０及び２７０内でループすることがわかる。加入者が呼出しの拒否を選択すると、ブ
ロック２７０からブロック２００へ肯定分岐が発生し、システムは遊休状態へ復帰する。
呼出しを開始した装置はリンギング信号を受信し続けるが、加入者構内の装置６はもはや
鳴り続けることはない。
【００６３】
本発明のネットワーク・アダプタ１０は、入力呼出しが存在する度に専用のリングを加入
者のレシーバに送信し、レシーバがピックアップされるときに、その番号を番号として（
ブロック２４０）または対応する名前として（ブロック２４５）、音声形式により配布す
ることにより呼出し人ＩＤのための特殊なボックスを必要としない。受信パーティはレシ
ーバ上のキー、例えば呼出しの受諾に対応してショート・フック・フラッシュ・キー、ま
た拒否に対応してロング・フック・フラッシュ・キーを押すことにより、呼出しを受諾ま
たは拒否するかを選択することができる。
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【００６４】
図８を参照すると、本発明によるネットワーク・アダプタ・ベースの構成において、通話
会議を実現するために、プロセッサ３０により実行される呼出し処理プログラムの基本プ
ロセス・ステップの流れ図が示される。再度、この流れ図のプロセス・ステップは、当業
者により、プロセッサ３０の制御に好適な命令にコーディングされよう。
【００６５】
初期プログラム・ロード・ルーチン及び電源オン診断ルーチンを実行後、プロセッサ３０
はブロック３００で示される遊休状態に入力する。ブロック３０５で示されるように、プ
ログラム実行は加入者構内の通信装置６により出力呼出しに対応して開始される呼出しセ
ットアップ・メッセージに応答して、或いは通信装置６によるテルコＩＳＤＮ交換機から
の入力呼出しに対応する呼出しセットアップ・メッセージの受信に応答して開始される。
実行はブロック３１０に移行し、プロセッサ３０は最初の呼出しが確立されたかどうかを
チェックする。ブロック３１０は、図５のブロック１１０に関連して上述された従来のハ
ンドシェークを表す。呼出しが確立されないと（例えばビジー回線などによる）、ブロッ
ク３１０からブロック３１５へ否定分岐が発生し、呼出しが拒否され、ビジー信号が通信
装置６に返却される。次に、プロセッサ３０は遊休状態ブロック３００に復帰する。
【００６６】
ブロック３１０に戻り、呼出しが確立されると、ブロック３１０からブロック３２０へ肯
定分岐が発生し、ここで最初の呼出しが第１のＢチャネルに接続される。実行はブロック
３２５に移行し、いずれかのパーティから呼出し切断要求が発行されてたかどうかを判断
し、発行された場合には、判断ブロック３２５からブロック３３０へ肯定分岐が発生して
呼出しを終了し、Ｂチャネルを解放する。システムは次にブロック３００において遊休状
態に復帰する。切断要求が発行されないと実行はブロック３２５からブロック３３５に移
行し、第２の呼出しを確立するための呼出しセットアップ要求が、加入者の通信装置６に
より開始されるかどうかを判断する。開始される場合、プロセッサ３０は次に、第２の呼
出しがこの呼出しを受信する人間により受諾されるかどうかをチェックする。第２の呼出
しが受諾されると、実行はブロック３４５に移行し、第２の呼出しが第２のＢチャネルに
接続される。
【００６７】
次の２つのブロック３５０及び３５５では、プロセッサ３０はＢチャネルの一方の音声信
号を他のＢチャネルの音声信号と混合し、３つの各パーティが互いに聞き合えるようにす
る。より詳細にはブロック３５０で、Ｂチャネル（Ｂ１）のローカル音声信号が、Ｂ１の
下流から他のＢチャネル（Ｂ２）の上流へのコピーにより生成され、ブロック３５５では
、Ｂ２のローカル音声データ信号が、Ｂ２の下流からＢ１の上流へのコピーにより生成さ
れる。この音声混合は次の方程式により要約される。
【数１】
ＵＳ（Ｂ）＝ＵＳ（Ｂ１）＋ＵＳ（Ｂ２）
ＤＳ（Ｂ１）＝ＵＳ（Ｂ２）＋ＤＳ（Ｂ）
ＤＳ（Ｂ２）＝ＵＳ（Ｂ１）＋ＤＳ（Ｂ）
【００６８】
ここで、ＵＳは上流（ｕｐｓｔｒｅａｍ）であり、ＤＳは下流（ｄｏｗｎｓｔｒｅａｍ）
である。音声混合は、プロセッサ３０内でプログラムされる従来のデジタル信号処理アル
ゴリズムを用いて達成される。
【００６９】
プロセッサ３０による２つのＢチャネルの音声混合は、ブロック３５０、３５５、３６０
により示されるように、呼出しの１つが会議通話から切断されるまで継続される。会議通
話上の任意の通信装置から、それぞれの呼出しを切断する要求が発行されると、判断ブロ
ック３６０からブロック３６５へ肯定分岐が発生し、対応するＢチャネルがプロセッサ３
０により解放される。実行は次にブロック３２５へ移行し、上述のように継続される。こ
の方法は会議通話において最大３つの呼出しを確立するために使用されうる。各呼出しを
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別々の通信チャネルに接続し、２つのチャネルを音声混合することにより、アダプタ１０
は会議通話のためにテルコ交換システムを不要にする。
【００７０】
図９を参照すると、本発明によるネットワーク・アダプタ・ベースの構成において、呼出
し転送を実現するために、プロセッサ３０により実行される呼出し処理プログラムの基本
プロセス・ステップの流れ図が示される。再度、この流れ図のプロセス・ステップは、当
業者により、プロセッサ３０の制御に好適な命令にコーディングされよう。
【００７１】
初期プログラム・ロード・ルーチン及び電源オン診断ルーチンを実行後、プロセッサ３０
はブロック４００で示される遊休状態に入力する。プログラム実行は、ブロック４０５で
示されるように、通信装置６によるテルコＩＳＤＮ交換機からの入力呼出しに対応する呼
出しセットアップ・メッセージの受信に応答して、開始される。実行はブロック４１０に
移行し、プロセッサ３０は、通信装置６と呼出しの転送先の番号の装置との間のＢチャネ
ルの一方において接続を確立するために呼出し処理メッセージを開始する。これはＩＳＤ
Ｎ交換機と加入者構内の通信装置６との間で、セットアップ、セットアップ肯定応答（Ａ
ＣＫ）、警告、接続などの適切な呼出しメッセージを送受信することにより達成される。
【００７２】
実行はブロック４１０から判断ブロック４１５に移行し、プロセッサ３０は接続が加入者
の端末装置６と転送先ロケーションの端末装置との間で確立されたかどうかをチェックす
る。呼出しが確立されないと（例えば転送先番号がビジー）、ブロック４１５からブロッ
ク４２０へ否定分岐が発生して、呼出しが拒否され、ビジー信号が呼出しを開始した装置
に返却され、実行はブロック４００において遊休状態に復帰する。
【００７３】
ブロック４１５に戻り、第１のＢチャネル上において接続が確立されると、ブロック４１
５からブロック４２５に肯定分岐が発生し、通信装置６に対して発行された入力呼出しが
受諾される。次に実行はブロック４３０へ移行し、入力呼出しが第２のＢチャネルに接続
される。従って、プロセッサ３０がブロック４３０の処理ステップを完了すると、第１の
接続が装置６と転送先ロケーションの装置との間の第１のＢチャネル上で確立され、一方
、第２の接続は装置６と入力呼出しとの間の第２のＢチャネル上で確立される。
【００７４】
実行はブロック４３５及び４４０に移行し、プロセッサ３０は第１のＢチャネル（Ｂ１）
の音声信号を、第２のＢチャネル（Ｂ２）の音声信号と混合し、それにより呼出しを開始
したパーティは、転送先ロケーションのパーティと通信できるようになる。ブロック４３
５及び４４０における２つのＢチャネルの音声混合は、図８のブロック３５０及び３５５
に関連して上述された音声混合と同様である。基本レート・インタフェースの２つのＢチ
ャネル上において、上述の第１及び第２の接続を確立し、これら２つのＢチャネルを音声
混合することにより、ネットワーク・アダプタ１０はテルコ交換機による呼出しの転送を
不要にする。
【００７５】
実行はブロック４４０からブロック４４５に移行し、プロセッサ３０は、いずれかのパー
ティから呼出しに対する切断要求が発行されたかどうかをチェックする。いずれかの終端
から転送される呼出しに対する切断要求が発行されると、ブロック４４５からブロック４
５０へ肯定分岐が発生し、加入者構内の通信装置６に関連付けられる両方のＢチャネルが
プロセッサ３０により解放され、実行はブロック４５５で示されるように遊休状態に復帰
する。切断要求がいずれの終端からも発行されないと、プロセッサ３０はブロック４６０
で、新たな呼出しセットアップ要求が装置６に発行されたかどうかをチェックする。新た
な呼出しセットアップ要求が発行されないと、実行はブロック４３５及び４４０へ移行し
、データ混合が継続される。新たな呼出しセットアップ要求が発行されると、ブロック４
６０からブロック４６５へ肯定分岐が発生し、新たな呼出しが拒否され、ビジー信号が新
たな呼出しパーティに返却される。実行は次に上述のように、ブロック４３５及び４４０
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に移行する。従って、プロセッサ３０は、呼出し切断要求が初期呼出しを発行した装置ま
たは転送先ロケーションの装置から受信されるまで、ブロック４３５、４４０、４４５、
４６０及び４６５内をループし、２つのＢチャネルの音声混合を継続する。
【００７６】
図１０を参照すると、同一のＳバス上の２つのデジタル通信装置が通信セッションを共用
するために、プロセッサ３０により実行される呼出し処理プログラムの基本プロセス・ス
テップの流れ図である。再度、この流れ図のプロセス・ステップは、当業者により、プロ
セッサ３０の制御に好適な命令にコーディングされよう。
【００７７】
初期プログラム・ロード・ルーチン及び電源オン診断ルーチンを実行後、プロセッサ３０
はブロック５００で示される遊休状態に入力する。ブロック５０５で示されるように、プ
ログラム実行は加入者構内のデジタル通信装置１２により出力呼出しに対応して開始され
る呼出しセットアップ・メッセージに応答して、或いはデジタル通信装置１２によるテル
コＩＳＤＮ交換機からの入力呼出しに対応する呼出しセットアップ・メッセージの受信に
応答して開始される。実行はブロック５１０に移行し、プロセッサ３０は最初の呼出しが
確立されたかどうかをチェックする。ブロック５１０は、図５のブロック１１０に関連し
て上述された従来のハンドシェークを表す。呼出しが確立されないと、ブロック５１０か
らブロック５１５へ否定分岐が発生して、呼出しが拒否され、ビジー信号が通信装置１２
に返却される。次に、プロセッサ３０は遊休状態ブロック５００に復帰する。
【００７８】
ブロック５１０に戻り、呼出しが確立されるとブロック５１０からブロック５２０へ肯定
分岐が発生し、ここで最初の呼出しが第１のＢチャネルに接続される。実行はブロック５
２５に移行し、呼出し切断要求が発行されたかどうかを判断し、発行された場合には、判
断ブロック５２５からブロック５３０へ肯定分岐が発生して、呼出しを終了し、Ｂチャネ
ルを解放する。システムは次にブロック５００において遊休状態に復帰する。切断要求が
発行されないと、実行はブロック５２５からブロック５３５に移行し、同一のマルチドロ
ップＳバス２２上の別のデジタル装置１２から、第１のデジタル装置１２と通信セッショ
ンを共用する要求が発行されているかどうかを判断する。第２のデジタル装置１２は、例
えば別の電話またはファックスなどである。第２のデジタル装置１２が共用要求を発行し
ていない場合、ブロック５３５からブロック５２５へ否定分岐が発生する。従って、１つ
の呼出しがアクティブの時、システムはブロック５２５とブロック５３５との間をループ
し、その間、第２のデジタル装置１２からの共用要求、または最初の呼出しに対するいず
れかの終端からの切断要求を待機することが理解される。
【００７９】
ブロック５３５に戻り、共用要求が発行されると、判断ブロック５４０へ肯定分岐が発生
する。判断ブロック５４０では、プロセッサ３０は第２のＢチャネルが使用可能かどうか
チェックする。第２のＢチャネルがビジーであると、判断ブロック５４０からブロック５
４５へ肯定分岐が発生し、呼出しは拒否され、ビジー信号が第２のデジタル装置１２に返
却され、システムは判断ブロック５２５に復帰する。
【００８０】
ブロック５４０に戻り、第２のＢチャネルが使用可能であると、ブロック５４０からブロ
ック５５０へ否定分岐が発生し、第２のデジタル装置１２が第２のＢチャネルに接続され
る。次の２つのブロック５５５及び５６０では、プロセッサ３０は一方のＢチャネル音声
信号を他のＢチャネルの音声信号と混合し、３つの各パーティが互いに聞き合えるように
する。ブロック５５５及び５６０における２つのＢチャネルの音声混合は、図８のブロッ
ク３５０及び３５５に関連して上述された音声混合と同様である。プロセッサ３０による
２つのＢチャネルの音声混合は、ブロック５５５、５６５、５６５により示されるように
、呼出しの１つが会議通話から切断されるまで継続される。会議通話上の任意の通信装置
から、それぞれの呼出しを切断する要求が発行されると、判断ブロック５６５からブロッ
ク５７０へ肯定分岐が発生し、対応するＢチャネルがプロセッサ３０により解放される。

10

20

30

40

50

(15) JP 3586388 B2 2004.11.10



実行は次にブロック５２５へ移行し、上述のように継続される。
【００８１】
加入者が望むクラス・サービスに依存して、ネットワーク・アダプタ１０には１つまたは
複数の呼出し処理プログラムが含まれる。更に、図９を除く各呼出し処理プログラムは、
アナログ装置６に関連して述べられたが、本発明の方法はデジタル装置１２を用いても、
アダプタ１０により達成することができる。更に、アダプタ１０は、アナログ・クラス・
サービスだけを有する加入者のアナログ装置、またはデジタル・クラス・サービスだけを
有する加入者のデジタル装置と一緒に使用されうる。
【００８２】
本発明の別の態様では、通信装置６がＩＳＤＮネットワークにアダプタ１０を介して接続
されるアナログ電話の場合、特殊なフラッシュ・フック・コマンド及びタッチ・トーン・
コマンドにより、ユーザは呼出し保留／回復、呼出し待機、及び３ウェイ会議通話機能が
可能になる。更にユーザがテルコにより提供される複数のコール・アピアランスに加入し
ている場合、アナログ電話上で最大６ウェイ会議通話が確立されうる。これらの各機能は
、ユーザがＩＳＤＮネットワーク上のＥＫＴＳサービスに加入している場合、アナログ電
話を用いて１つのＢチャネル上で達成される。ユーザによりアナログ電話に入力されるア
ナログ信号（後述されるスイッチ・フック・コマンド及びタッチ・トーン・コマンド）は
、上述された図４のインタフェース回路３９、ＤＴＭＦ復号器４１及びフィルタ４３を用
いて、ＩＳＤＮ　ＥＫＴＳ信号に変換される。
【００８３】
アナログ電話の通常の電話受話器は、スイッチ・フック及び１２のボタン（数字０乃至９
、＊、及び＃）を含む。本発明による受話器により使用されるフック・フラッシュには、
３つのタイプがある。ショート・フック・フラッシュは、スイッチ・フックの１秒以下の
一時的な押下である。受話器の中には、ショート・フック・フラッシュを生成するために
使用される”フラッシュ”・キーを有するものもある。ロング・フック・フラッシュは、
２秒以上のスイッチ・フックの一時的な押下である。ロング・フック・フラッシュは、あ
たかも電話が長い時間オンフック状態にあり、その後オフフックされたかのように処理さ
れる。フラッシュ・キーはロング・フック・フラッシュを生成するために使用されるべき
ではない。スイッチ・フック動作の第３のタイプは、ダブル・フック・フラッシュであり
、これは２秒内に２回のショート・フック・フラッシュ、バック・ツー・バックを含む。
【００８４】
これらのスイッチ・フック動作を使用することにより、ユーザは待機中の呼出しに応答す
る間、呼出しを保留にしたり、呼出しを保留にして別の呼出しをダイアルし、その後保留
の呼出しを回復することができる。更に複数のコール・アピアランスに加入している場合
、ユーザは２つの呼出しを保留にし、第３の呼出しをダイアルし、その後、古い順に保留
の呼出しを回復することができる。
【００８５】
図１１を参照すると、ユーザの現状態と、３つのフラッシュ・フック・コマンドの結果の
状態とをリストする状態表が示される。待機中の呼出し、保留の呼出し、通話会議がそれ
ぞれ存在しないときに、ユーザがダイアル・トーン、ビジー・トーン、またはエラー・ト
ーンを聞くと、３つのフラッシュ・フック動作の結果はダイアル・トーンとなる。
【００８６】
ショート・フック・フラッシュは呼出しをアクティブに保持するか、或いは非アクティブ
の呼出しに接続するために使用される。ユーザがアクティブの呼出しに関わると、ショー
ト・フック・フラッシュが常にそのアクティブの呼出しを保留にする。待機中の呼出し、
保留の呼出し及び会議通話が存在しないときに、追加のコール・アピアランスが使用可能
な場合、ユーザはダイアル・トーンを提供される。追加のコール・アピアランスが使用可
能でないと、ユーザはエラー・トーンを聞くことになる。待機中の呼出しが存在するが、
通話会議が存在しない場合、ユーザは待機中の呼出しに接続される。通話会議が存在しな
いが、保留の以前の呼出しが存在すると、ユーザは保留の最も古い呼出しに接続される。
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現状態がダイアル・トーンで保留の１つの呼出しが存在すると、ショート・フック・フラ
ッシュはユーザを保留の呼出しに接続する。保留の２つの呼出し及びダイアル・トーンが
存在すると、ユーザは保留の最も古い呼出しに接続される。
【００８７】
ダブル・フック・フラッシュの結果は、十分なコール・アピアランスが使用可能な場合、
常にダイアル・トーンである。十分なコール・アピアランスが使用可能でない場合には、
ダブル・フック・フラッシュの結果は、常にエラー・トーンである。ダブル・フック・フ
ラッシュ時のアクティブの呼出しは、会議通話が確立されないと保留となる。ダブル・フ
ック・フラッシュ時の待機中の呼出しも保留となる。ダブル・フック・フラッシュ時に既
に保留の呼出しは、保留状態を維持する。現状態がダイアル・トーンであり、１つまたは
２つの保留の呼出しが存在すると、ダブル・フック・フラッシュはユーザを現状態に維持
する。
【００８８】
アクティブの呼出しが存在し、会議通話が存在しない場合、ロング・フック・フラッシュ
は常にそのアクティブの呼出しを切断（ハングアップ）する。ロング・フック・フラッシ
ュ時に待機中または保留の呼出しが存在しないと、ダイアル・トーンが提供される。ロン
グ・フック・フラッシュ時に待機中の呼出しが存在すると、ユーザは待機中の呼出しに接
続される。待機中の呼出しが存在しないが、保留の呼出しが存在すると、ユーザは保留の
最も古い呼出しに接続される。現状態がダイアル・トーンであり、保留の１つの呼出しが
存在すると、ロング・フック・フラッシュはユーザを保留の呼出しに接続する。保留の２
つの呼出し及びダイアル・トーンが存在する場合、ユーザは保留の最も古い呼出しに接続
される。
【００８９】
待機中の呼出しまたは保留の呼出しが存在する間、ユーザは永久にオンフックを維持する
かも知れない。ユーザがそのようにすると、ユーザの電話はリング・バックし、ユーザが
電話に応答するとき、あたかもロング・フック・フラッシュを実行したかのように同一の
パーティに接続される。上述のスイッチ・フック動作の様々な状態が、図１１に示される
状態表の行１乃至９に要約される。
【００９０】
本発明の別の実施例では、ＩＳＤＮネットワークにネットワーク・アダプタ１０を介して
接続されるアナログ電話上で、最大６ウェイ会議通話を生成するためにタッチ・トーン・
コマンドと一緒に、３つのスイッチ・フック動作が使用される。会議通話はＥＫＴＳ規格
に従い、１つのＢチャネル上で処理される。最初に、会議通話を生成するために、ユーザ
はテルコにより提供されるＩＳＤＮ３ウェイ会議機能またはＩＳＤＮ６ウェイ会議機能に
加入しなければならない。ユーザが会議通話をセットアップしようと企て、彼がこれらの
いずれの機能にも加入していないと彼はエラー信号を受信することになる。ユーザが会議
通話を企てる２つの呼出しは両方とも保留となる。ユーザが既存の会議に呼出しを追加し
ようと企て、十分な会議スロットが使用可能でないと、彼はエラー信号を受信し、最後の
呼出しが終了される。会議は保留状態のままであり続ける。会議が確立されると、全ての
入力呼出しがビジーとして返却される。会議がアクティブの間、入力呼出しの管理は要求
されない。
【００９１】
会議通話を確立するために、ユーザは第１のパーティへ呼出しを発行し、アクティブ呼出
しを確立する。次にユーザはショート・フック・フラッシュ（またはダブル・フック・フ
ラッシュ）を実行してアクティブ呼出しを保留にし、ダイアル・トーンを提供する（図１
１の行２参照）。ユーザは次に第２の呼出しを発行し、応答を待機する。第２の呼出しに
接続されると、ダブル・フック・フラッシュが第２の呼出しを保留にし、ユーザにダイア
ル・トーンを提供する（行４）。この時コマンド＊＊１を入力することにより、３ウェイ
会議が３つのパーティ間で確立される。他の方法によっても、ユーザは保留の２つの呼出
し及びダイアル・トーンを有することができる（例えば行３参照）。３ウェイ会議は、２
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つの保留の呼出しとダイアル・トーンが存在する任意の時点において、コマンド＊＊１に
より確立される。ここで＊＊１は一例であり、このコマンドの機能を達成するために、任
意の３文字が当業者によりプログラムされうることが理解されよう。
【００９２】
ユーザは会議を保留にし、追加の呼出しを発行することができる。これは会議中に、ショ
ート・フック・フラッシュ（またはダブル・フック・フラッシュ）を実行することにより
達成される。これは会議を保留にし、ダイアル・トーンを生成する。非会議通話がこの時
実施されうる。非会議通話はロング・フック・フラッシュにより終了される。これはユー
ザが会議に再度参加し、非会議通話を終了することを可能にする。ユーザが非会議通話か
らビジー信号を受信する場合、ユーザはショートまたはロング・フック・フラッシュを実
行することにより、会議に復帰することができる。
【００９３】
ユーザがＩＳＤＮ６ウェイ会議機能に加入していれば、最大３つのパーティが会議通話に
参加することができる。会議通話にパーティを追加するために、会議は保留にされ、会議
中にショート・フック・フラッシュを実行することにより、ダイアル・トーンが生成され
る。次に新たなパーティがダイアルされ、新たなパーティの電話が鳴り始めるか、新たな
パーティが応答した後に、第２のショート・フック・フラッシュ（またはダブル・フック
・フラッシュ）により、その新たなパーティが会議に追加される（新たなパーティがその
電話が鳴っているときに会議に参加すると、会議に参加している全てのパーティはリンギ
ングを聞くことになり、新たなパーティが電話に応答するや否や、彼は会議に参加できる
）。これはユーザを会議に復帰させると同時に、新たなパーティを会議に追加する。これ
らのステップは、６ウェイ会議通話において、最大３つのパーティが追加されるまで繰返
されうる。ユーザが新たなパーティを会議に追加したくない場合、第２のショート・フッ
ク・フラッシュを実行する代わりに、ユーザはロング・フック・フラッシュを実行し、新
たなパーティに発行された呼出しを終了し、上述のように会議に復帰することができる。
【００９４】
会議に追加された最後のパーティは、ドロップ・コマンドを入力することにより除外され
うる。ユーザが最後のパーティを除外したい状況は、呼出しがリンギング中に会議に追加
され、呼出されたパーティが応答しなかったり、応答したパーティが呼出しの対象の人間
でなかったり、或いは都合が悪い場合に生じうる。最後の呼出しが追加され、３ウェイ会
議通話が確立する。
【００９５】
会議通話が確立されると、会議は少なくとも２人の潜在参加者が存在する限り継続される
。すなわち、会議に参加する任意の遠隔パーティがハングアップし、ユーザと１人の遠隔
パーティだけが取り残されても、これはまだ会議通話であり続ける。会議通話は２つの方
法のいずれかにより終了される。会議通話は遠隔の全てのパーティがそれぞれの電話をハ
ングアップすると終了される。また会議通話は、ユーザが会議に参加中にロング・フック
・フラッシュを実行するか、永久的にオンフックしても終了される。会議中にロング・フ
ック・フラッシュが実行されても、ユーザがダイアル・トーンを聞く場合、ユーザは会議
に再度参加することになる。
【００９６】
本発明は特定の実施例に関連して述べられてきたが、当業者には理解されるように、本発
明の精神及び範囲を逸脱すること無く、その形態及び詳細における様々な変更が可能であ
る。
【００９７】
まとめとして、本発明の構成に関して以下の事項を開示する。
【００９８】
（１）デジタル網及び加入者構内の通信装置に動作的に接続されるネットワーク・アダプ
タを有する上記加入者構内に発行される呼出しを処理する方法であって、
上記加入者構内の通信装置上の第１の呼出しを第１の通信チャネル上で確立するステップ
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と、
上記アダプタにより、上記加入者構内に発行される第２の呼出しを第２の通信チャネル上
に接続するステップと、
を含む、処理方法。
（２）上記加入者構内が上記第２の通信チャネルに接続される第２の通信装置を含み、上
記接続ステップが上記第２の呼出しを上記第２の通信装置に接続するステップを含む、上
記（１）記載の処理方法。
（３）上記第１の通信装置が上記第２の通信チャネルに接続され、上記接続ステップが、
上記第１の通信装置上で上記第１の呼出しと上記第２の呼出しをトグルするステップを含
む、上記（１）記載の処理方法。
（４）上記第２の呼出しの上記接続ステップが、
第２の呼出し要求が上記加入者構内に発行されているか否かを判断するステップと、
上記第２の呼出し要求が発行されているとの判断に応じてのみ、上記第２の通信チャネル
が使用可能が否かを判断するステップと、
上記第２の通信チャネルが使用可能との判断に応じてのみ、上記接続を上記第２の通信チ
ャネル上で確立するステップと
を含む、上記（３）記載の処理方法。
（５）上記デジタル網が統合サービス・デジタル網（ＩＳＤＮ）であり、上記第１及び第
２の通信チャネルが基本レート・インタフェースのＩＳＤＮ　Ｂチャネルである、上記（
３）記載の処理方法。
（６）上記通信装置がデジタル及びアナログを含むグループから選択される装置である、
上記（３）記載の処理方法。
（７）デジタル網及び通信装置に動作的に接続されるネットワーク・アダプタを有する上
記加入者構内の上記通信装置に発行される呼出しを識別する方法であって、
上記アダプタにおいて、交換システムから上記加入者構内に入力呼出しを指定する呼出し
セットアップ・メッセージを受信するステップであって、上記呼出しセットアップ・メッ
セージが上記呼出しを開始する番号の識別情報を有する、上記受信ステップと、
上記呼出しセットアップ・メッセージから上記呼出しを識別する第１のメッセージを抽出
するステップと、
上記第１のメッセージを上記通信装置上のレシーバに音声合成するステップと、
を含む、方法。
（８）呼出し人識別機能が上記加入者構内の上記通信装置上で活動化されたか否かを判断
し、上記機能が活動化されている場合に限り、上記抽出ステップを実行するステップを含
む、上記（７）記載の方法。
（９）第１のメッセージを抽出する上記ステップが、
上記通信装置に入力呼出しを示す警告信号を送信するステップと、
上記通信装置がオフフックされたか否かを判断するステップと、
上記通信装置がオフフックされたとの判断に応じてのみ、上記第１のメッセージを抽出す
るステップと、
を含む、上記（７）記載の方法。
（１０）上記第１のメッセージが番号であり、上記アダプタが各々が対応する名前を有す
る複数の番号を含む事前にプログラムされたルックアップ・テーブルを有し、上記音声合
成ステップが、
上記識別番号が上記複数の任意の番号に合致するか否かを判断するステップと、
上記識別番号が上記複数の任意の番号に合致するとの判断に応じて、上記ルックアップ・
テーブル内の上記識別番号に対応する上記名前を音声合成するステップと、
を含む、上記（７）記載の方法。
（１１）上記レシーバにより接続要求が発行されるか否かを判断するステップと、
上記接続要求が発行されたとの判断に応じてのみ、上記呼出しを上記通信チャネル上の通
信装置に接続するステップと、
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を含む、上記（７）記載の方法。
（１２）デジタル網及び加入者構内の通信装置に動作的に接続されるネットワーク・アダ
プタを有する上記加入者構内の通信装置から会議通話を実行する方法であって、
上記加入者構内の上記通信装置上の第１の呼出しを第１のチャネル上で確立するステップ
と、
上記通信装置から、第２の呼出しを確立するための呼出しセットアップ要求を開始するス
テップと、
上記呼出しセットアップ要求に応答して、各人が互いに聞き合えるように、上記アダプタ
が上記通信装置と上記第１及び第２の呼出しとの間で、３ウェイ通信パスを確立するステ
ップと、
を含む、方法。
（１３）３ウェイ通信パスを確立する上記ステップが、
上記加入者構内の上記通信装置から発行された上記第２の呼出しを、上記第２の通信チャ
ネル上に接続するステップと、
上記アダプタにより上記通信装置と上記第１及び第２の呼出しとの間で３ウェイ音声通信
パスを確立するように、上記第１の通信チャネル上の音声データを、上記第２の通信チャ
ネル上の音声データと混合するステップと、
を含む、上記（１２）記載の方法。
（１４）上記接続ステップが、
上記第２の呼出しを確立するための上記呼出しセットアップ要求が受諾されるか否かを判
断するステップと、
上記第２の呼出しが受諾されるとの判断に応じてのみ、上記第２の呼出しを上記第２の通
信チャネル上に接続するステップと、
を含む、上記（１３）記載の方法。
（１５）加入者構内の第１の通信装置に発行される呼出しを、上記加入者構内のネットワ
ーク・アダプタにより別の宛先に転送する方法であって、上記アダプタがデジタル網及び
上記第１の通信装置に動作的に接続されて、上記ネットワークと上記第１の通信装置との
間で交換される呼出し処理情報に対応するメッセージを処理するものにおいて、
上記アダプタにおいて交換システムから、上記加入者構内への入力呼出しを指定するメッ
セージを受信するステップと、
上記メッセージに応答して、上記アダプタが上記入力呼出しと上記別の宛先との間で通信
パスを確立するステップと、
を含む、方法。
（１６）通信パスを確立する上記ステップが、
上記第１の通信装置と上記別の宛先の第２の通信装置との間の第１の通信チャネル上で、
第１の接続を確立するステップと、
上記加入者構内の上記第１の通信装置への上記入力呼出しを第２の通信チャネル上に接続
するステップと、
を含む、上記（１５）記載の方法。
（１７）通信パスを確立する上記ステップが、上記アダプタにより上記入力呼出しと上記
第２の通信装置との間で音声通信パスを確立するように、上記第１の通信チャネル上の音
声データを上記第２の通信チャネル上の音声データと混合するステップを含む、上記（１
６）記載の方法。
（１８）１つのＳバスに接続される第１及び第２のデジタル通信装置が通信セッションを
共用することを可能にする方法であって、上記Ｓバスがデジタル網に動作的に接続される
ネットワーク・アダプタに接続されるものにおいて、
上記第１のデジタル通信装置上の第１の呼出しを第１の通信チャネル上で確立するステッ
プと、
上記アダプタにより、上記第２のデジタル通信装置を第２の通信チャネル上に接続するス
テップと、
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上記第２のデジタル通信装置上の人間が上記呼出しを通信できるように、上記アダプタに
より、上記第１及び第２のデジタル通信装置間で通信パスを確立するステップと、
を含む、方法。
（１９）通信パスを確立する上記ステップが、上記アダプタにより上記第１及び第２のデ
ジタル通信装置と上記第１の呼出しとの間で３ウェイ音声通信パスを確立するように、上
記第１の通信チャネル上の音声データを、上記第２の通信チャネル上の音声データと混合
するステップを含む、上記（１８）記載の方法。
（２０）上記第２の装置を上記第２の通信チャネルに接続する上記ステップが、
上記第２のデジタル通信装置により、上記加入者構内の上記第１のデジタル通信装置と通
信セッションを共用する要求が発行されたか否かを判断するステップと、
上記共用要求が発行されたとの判断に応じてのみ、上記第２の通信チャネルが使用可能か
否かを判断するステップと、
上記第２の通信チャネルが使用可能との判断に応じてのみ、上記接続を上記第２の通信チ
ャネル上で確立するステップと、
を含む、上記（１８）記載の方法。
（２１）上記デジタル網が統合サービス・デジタル網（ＩＳＤＮ）であり、上記第１及び
第２の通信チャネルが基本レート・インタフェースのＩＳＤＮ　Ｂチャネルである、上記
（１８）記載の方法。
（２２）デジタル網及びアナログ通信装置に動作的に接続されるネットワーク・アダプタ
を有する加入者構内の上記アナログ通信装置から会議通話を実行する方法であって、
加入者構内の上記アナログ装置上の第１の呼出しを第１の通信チャネル上で確立するステ
ップと、
上記第１の呼出しを保留にするステップと、
上記アナログ装置上の第２の呼出しを上記第１の通信チャネル上で確立するステップと、
上記第２の呼出しを保留にするステップと、
上記通信装置と上記第１及び第２の呼出しとの間で、３ウェイ会議通話を確立するステッ
プと、
を含む、方法。
（２３）上記３ウェイ会議を保留にするステップと、
上記アナログ装置上の第３の呼出しを上記第１の通信チャネル上で確立するステップと
を含む、上記（２２）記載の方法。
（２４）上記３ウェイ会議を保留にするステップと、
上記第２の呼出しを上記会議から除外するステップと、
上記アナログ装置と上記第１の呼出しとの間で２ウェイ会議通話が確立されるように、上
記アナログ装置を上記会議に復帰させるステップと、
を含む、上記（２２）記載の方法。
（２５）上記デジタル網が統合サービス・デジタル網（ＩＳＤＮ）であり、上記第１の通
信チャネルがＩＳＤＮ　Ｂチャネルであり、上記アナログ通信装置がアナログ電話である
、上記（２２）記載の方法。
【００９９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、ＩＳＤＮネットワークのＢチャネルを利用して、
呼出し待機、呼出し人識別、会議通話、呼出し転送及び１つのＳバス上での複数のデジタ
ル通信装置との通信シェアリングを達成するネットワーク・ターミネータ・ベースの構成
を、加入者構内に提供することができる。
【０１００】
更に本発明によれば、これらの呼出し処理機能を加入者構内のデジタル及びアナログ装置
に提供することができる。
【０１０１】
更に本発明によれば、アナログ電話上で実行されるアクションのマッピング用ユーザ・イ
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ンタフェースを、ＩＳＤＮネットワークにより認識されるＥＫＴＳ信号内に提供すること
ができる。
【０１０２】
更に本発明によれば、加入者構内のデジタル及びアナログ装置とＩＳＤＮネットワークと
の間で、既存のＰＯＴＳ配線を介する単一回線通信パスを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の方法により使用される通信配線機構及びネットワーク・アダプタの概観
図である。
【図２】本発明による呼出し処理構成のネットワーク・アダプタ・ベースの態様を示すブ
ロック図である。
【図３】本発明によるネットワーク・アダプタで使用されるモジュラ相互接続バスを示す
ブロック図である。
【図４】本発明によるネットワーク・アダプタで使用される電話インタフェースを示すブ
ロック図である。
【図５】図２のアダプタ・ベースの構成における呼出し待機で使用される呼出し処理プロ
グラムの流れ図である。
【図６】図５の呼出し処理プログラムの別の実施例の部分的流れ図である。
【図７】図２のアダプタ・ベースの構成における呼出し人識別で使用される呼出し処理プ
ログラムの流れ図である。
【図８】図２のアダプタ・ベースの構成における会議通話で使用される呼出し処理プログ
ラムの流れ図である。
【図９】図２のアダプタ・ベースの構成における呼出し転送で使用される呼出し処理プロ
グラムの流れ図である。
【図１０】図２のアダプタ・ベースの構成のＳバスに接続される２つのデジタル通信装置
間で、相互通信を確立するために使用される呼出し処理プログラムの流れ図である。
【図１１】本発明のアダプタを介してＩＳＤＮネットワークに接続されるアナログ電話の
、現状態と３つのフラッシュ・フック動作の結果状態とを示すスイッチ・フック・テーブ
ルを示す図である。
【符号の説明】
２　ジャンクション・ボックス
４、８　モジュラ電話ジャック
６、１２　通信装置
１０　ネットワーク・アダプタ
１２　デジタル装置
２２　Ｓバス
２４、２６　電話線
３０　システム・プロセッサ
３２　入出力制御信号線
３４　Ｅ２ＰＲＯＭ
３６　Ｕインタフェース装置
３８　電話インタフェース
３９　加入者回線インタフェース
４０　ＩＳＤＮアクセス制御装置
４１　２重トーン多重周波数（ＤＴＭＦ）復号器
４２　局所バス
４３　音声リンギング・コーデック・フィルタ
４４　ＳＲＡＭ
４６　ＥＰＲＯＭ
４８　モジュラ相互接続バス
５０　８ＫＨｚフレーム同期（ＦＳ）信号線
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５２　データ・クロック（ＣＬＫ）線
５４　シリアル・ビット・ストリーム受信（ＲＸ）信号線
５６　シリアル・ビット・ストリーム送信（ＴＸ）信号線
５８　入力変圧器
６０　ハイブリッド
６２　Ｓバス・インタフェース
６４　アナログ・ハイブリッド

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

(26) JP 3586388 B2 2004.11.10



フロントページの続き

(72)発明者  チャールズ・クリフォード・ハルロック
            アメリカ合衆国３３４８３、フロリダ州デルレイ・ビーチ、ナンバー４１４、サウス・フェデラル
            ・ハイウェイ　１０３５
(72)発明者  バイジュ・デラジャル・マンダリア
            アメリカ合衆国３３４９６、フロリダ州ボカ・ラトン、エジーン・ドライブ　９５０１
(72)発明者  ヒマンシュ・チャンドラカント・パリク
            アメリカ合衆国３３０７３、フロリダ州ココナッツ・クリーク、ノース・ウエスト・サーティ・セ
            ブンス・アベニュー　５８０１
(72)発明者  ガビー・ジェイ・サレム
            アメリカ合衆国３３０６５、フロリダ州コーラル・スプリングス、ノース・ウエスト・フォーティ
            ・フォース・ストリート　１０３２０
(72)発明者  チャールズ・ヘンリー・セダーホルム
            アメリカ合衆国３３０６４、フロリダ州ライトハウス・ポイント、ノース・イースト・フォーティ
            ・シックスス・ストリート　２７４１
(72)発明者  ワシム・ジョゼフ・ショマー
            アメリカ合衆国３３０１５、フロリダ州マイアミ、ノース・ウエスト・シックスティ・シックスス
            ・コート　１７４３９
(72)発明者  カール・ルイス・トムソン、ジュニア
            アメリカ合衆国３３４８３、フロリダ州デルレイ・ビーチ、ノース・イースト・エイス・アベニュ
            ー　２１９

    審査官  吉村　博之

(56)参考文献  特開平０３－１２６３５２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－０３０６２１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              H04M 11/00-11/10
              H04M  1/00

(27) JP 3586388 B2 2004.11.10


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

